
　
2020年3月16日、 着物類 2,519点を含む 「武庫川女子大学近代衣生活資料」 （9,092 点） が
国の登録有形民俗文化財になっています。 附属総合ミュージアムでは 1 年を通して、 季節ごとに
様々なテーマで資料をピックアップし、 1 階ロビーにて展示をおこなっています。

1. は雲を円形に連ね、 その中に龍を配した丸龍文の袋帯、 2. は龍・

鳳凰 ・ 獅子の姿をそれぞれ丸く表した名古屋帯です。 どちらも丸文

ベースの文様ですが、 1. はリアルさを感じられる写実的な表現で、

2. はどこか誇張した表情がユニークで可愛らしい表現です。 1. は結

婚式などの公式な場、 2. は襦袢からの転用で、 私的な場で着用さ

れていたことが知られます。 このような用途の違いは、 意匠の中の

動物の表情にも影響を与えている可能性があります。 龍 ・ 鳳凰 ・ 獅

子などの吉祥獣は、 本来格調高い権威のシンボルでもありますが、

2. は既に大衆化された親しみやすい文様となっており、 大いに魅力

が感じられます。 　（平）　

1. 亀甲に丸龍文様袋帯 （昭和戦後期）
2. 祥獣文様名古屋帯 （昭和期）

展示レポート 3.

2023 年度冬季企画

龍と吉祥獣
2024 年１月１５日 （月） ～３月８日 （金）

　2024 年 （令和 6） は辰年です。 十二支の第五位 （東南東の方角） に位置する 「辰」 は、 万

物の胎動を意味し、 十二支獣では龍で表されます。

　龍は一切の鱗を具えた生物の長ともいわれ、 蛇体に鯉の鱗、 駱駝の頭に鬼の目、 鹿の角、

鷹の爪、 蝙蝠の翼を持ち、 耳は牛、 掌は虎に似るとされています。 神秘的な力を持ち、 天地

を自由自在に往来することのできる龍は、 鳳凰・麒麟・亀とともに四霊の 1 つに数えられ、 吉祥

獣としても崇められています。

　今回の冬季企画では、 干支にちなんだ龍と、 龍と所縁の深い鯉、 鳳凰、 亀などの吉祥獣を

表した帯・モスリンを展示しています。 力強い姿の吉祥獣からパワーを貰いましょう！

ミュージアムコラム

１.　亀甲に丸龍文様袋帯 （左）

２.　祥獣文様名古屋帯 （右）

きっしょうじゅう

　「武庫川女子大学衣生活資料」は、今までにも様々な視点から
取り上げてきましたが、明治・大正・昭和戦前期の時代を集約
した文化的・歴史的資料です。これらの資料は、近代的な技術
革新やヨーロッパを中心とする外来の意匠や造形的感覚を取り
入れ、消費的着用者の増加や都市生活の広がりなどを反映した
ものであり、江戸時代以前とは社会が大きく変わった中で求め
られ、着用されてきました。
　本展覧会では、こうした近代のきものが実現した様態や価値
に注目し、寄贈資料「伊吹コレクション」を中心に展示してい
ます。大正期から昭和戦前期の京都で百貨店や呉服店に誂（あ
つら）えられた、選りすぐりのきものたちをご覧いただけます。

開催中の展覧会
2022 年度 秋季展

開催期間：
2022 年 10 月 5日 ( 水 )
　　　　　　　　～ 11 月 30 日 ( 水 )

開館時間：10:00~16:30
閉館：土・日・祝日

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行っています。受付に飛沫防止のアクリルボードや消毒用アルコールを設置し、人数制限をして、来館者にはマ
スク着用、検温、来館者カード記入などでご協力をお願いしています。

「粋を尽くす
　　−近現代のきもの」

すい

附属総合ミュージアム　館長　横川公子

ミュージアムの一隅にて　学科史資料への期待

　大学博物館の第一の目的・役割は、大学における高等教育と研
究の成果を保存し活用・公開することです。一般的な博物館とは
異なる、このような大学博物館の原則的な使命に基づき、学科史
資料の発掘と保存が要請されます。学科史資料は、大学博物館に
おける中核資料の一つです。
　最近の具体的な例を紹介しましょう。一昨年ご逝去された山本
俊治元学長（1922-2020）のご遺族から、日文学科を介して研究資
料が寄贈されました。国語学者としての研究成果は国立国語研究
所の資料として公開されています。が、個別資料の調書を作成中
の学芸員は、「調査当時の、生の言葉で語られる 50 年前の高齢者

の日常や若い頃の記憶が興味深い」と、興奮気味に話してくれま
した。関連研究や、学生の卒業研究の拠り所となる資料群としても、
大いに活用が期待されます。
　同じく当ニュース掲載の当館所蔵資料に関するコラム「シンガー
ミシン裁縫女学院の裁縫雛形」も、寄贈された調査研究資料が注
目されたものです。
　学術資料には、自然史系の一次資料のみでなく、文化的・歴史
的に価値づけられる物品も含まれます。研究現場で生成される学
術資料は、大学の研究と教育の歴史の拠り所となるばかりでなく、
時代と社会、人間のさまざまな営為を映す鏡なのです。



　モスリンとは木綿や羊毛などの梳毛糸を平織りにした薄

手の生地で、 発色性が高く、 龍や鯉の緻密で写実的な

表現が可能となっています。 3. の龍について、 中央のも

のは瓢箪、 周囲のものは、 如意棒のような長い棒状のも

のを抱える姿、 宝塔らしき器物を背後にして如意宝珠を

手に執る姿をしています。 小宇宙を意味する瓢箪を掲げ

る龍は、 万物の長たる側面を表象し、 その他の龍につ

いては、 龍宮殿に棲む水神としての龍王の姿を表現して

いると推察されます。 4. は 「登龍門」 の語源でもある、

龍門瀑布を登り今にも龍に転じようとする鯉の姿が表され

ます。 どちらも男児用の産着や襦袢に用いた図柄と想像

されます。 （平）

　「鶴亀文様名古屋帯」 「桐鳳凰文様丸帯」にみられる鶴と亀、鳳凰は、

龍と並んで吉祥のモチーフとして古来より愛されてきた吉祥獣の代表格

で、 着物や絵画、 工芸品などに数多く表されてきました。 動植物や

器物など数多く存在する吉祥モチーフには、 それぞれに長寿、 子孫

繁栄、 富貴など様々な意味や願いが込められますが、 「鶴亀文様名

古屋帯」 にみられる、 長い海草を棚引かせた蓑亀は万年の寿命を持

つと考えられており、 寿命千年とされる鶴とともに長寿のシンボルとして

知られます。

　また鳳凰も、 鶴亀と同じく吉祥モチーフとして文様化されてきました。

鳳凰は古代中国思想から生まれた架空の鳥で、 徳の高い君子が帝

位につくと出現する瑞鳥と考えられており、 天下泰平の象徴として愛されてきた存在です。 また龍 ・ 亀 ・ 麒

麟とともに中国では四瑞（四霊）として尊ばれ、日本に伝来してからも格の高い文様として多用されてきました。

単体で用いられることも多いですが、 鳳凰は桐の木に棲むとされることから桐鳳凰の組み合わせや、 長寿の

象徴としても知られ、 邪気を払うともされる菊、 龍や麒麟といった吉祥獣など、 様々な組み合わせで文様化

されます。 （並木）

1. 亀甲に丸龍文様袋帯 （昭和戦後期）
2. 祥獣文様名古屋帯 （昭和期）

次回の展示は、 ３月頃からを予定しています

３.　荒波に龍文様モスリン裂 （左）

４.　鯉の滝のぼり文様モスリン裂 （右）

３. 荒波に龍文様モスリン裂 （大正～昭和期）
４. 鯉の滝のぼり文様モスリン裂 （大正期）

５. 桐鳳凰文様丸帯 （昭和戦前期）
６. 鶴亀文様名古屋帯 （昭和戦前期）

５.　桐鳳凰文様丸帯 （左）

６.　鶴亀文様名古屋帯 （右）


